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説明： あり 対応： あり

留意事項

■活動展開例

■注意事項

マットの準備、片付けは団体指導者が自然の家職員と一緒に行う。

何らかの理由で監督者が不在の場合、マットから先へ進まないよう注意する。

③両手両足を使って実際に登る。

　※コースにとらわれないで端から端へとホールドを使って移動を楽しむなど工夫する。

②コースを決めたら、コースのどのホールドを使うか相談する。

①グループごとに、ルールや注意事項を確認してどのコースを登るか決める。

体育館

○必ずマットを使い、マットの上に物が落ちていないか確認する。
〇クライミングウォールの周りにものを置かない。
〇準備運動をして、靴を履いて動きやすい服装で登る。
※ホールドに引っかかる紐・フードなどがある服装では登らない。
※髪の長い人は束ねる。
〇登っている人のそばや下には近寄らない。
〇クライミングウォールの天井部には登らない。
〇最上部のホールドに手を掛けたらゴール。
〇自分の体重を支えられない場合は無理して登らない。

難易度によって色分けされたホールドを使って、クライミングウォールを登り
切った達成感を味わう。
グループごとに、どのホールドをつかったら登りきることができるか相談し
て、連帯感を養う。

小学生～

１時間～２時間（説明：開始前約10分）
※団体指導者の方は担当職員と一緒に、活動前後にマットの準備及び片付けを
してください。

体育館

通年

自由

運動のできる服装、靴・上履き（靴を履いて登るため）

施設職員
参加者全員が職員の説明を受けてから実施します。

子ども達の活動（班）

１ ルールの確認
２ 班全員で協力、話し合い
３ ふりかえり

指導者の支援活動

１ 場所と必要な道具の確認
２ ルール説明及び緊急時の対応の確認
３ 事後指導

クライミングウォール

2025年度版

指導者は職員と一緒に準備・片付けマットの上

げ下ろしを行います。所要時間：前後15分程度



コース例

ホールド　スタートの例

スタートのホールド　Sに両
腕をかけてスタートして、
ゴールのホールド　Gに手を
掛けたらゴール。初級、中
級、上級があります。

長いクライミングウォール面
と短いクライミングウォール
面がある。

2つの面とコーナーFRPの部
分を使って、横に移動するな
ど工夫をする。

※追い越したりしない事。


